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第1章 序論 

第1節 背景 

近年ドイツサッカーにおける国際大会での活躍が非常に目立つようになってきている.ユーロ 2000に

おけるドイツナショナルチームの惨敗以降,ドイツサッカー連盟が主導となり,若手育成を進めてきた.

“DFB-Talentfoederung” （ドイツサッカー連盟 タレント促進）と名付けられたプロジェクトのもと再

始動したドイツの選手育成は確実に実を結び,U-19ヨーロッパ選手権 2008を皮切りに U-17ヨーロッパ選

手権 2009そして U-21ヨーロッパ選手権 2009とヨーロッパの育成年代のタイトルを総なめにすると言う

前人未到の結果を手にするに至った.1) また,Union of European Football Associations チャンピオン

ズリーグ（以下 UEFAチャンピオンズリーグ）2012/2013では史上初のドイツ勢決勝が行われ,ドイツブン

デスリーガ 1部所属のバイエルン・ミュンヘンとボルシア・ドルトムントが対戦しバイエルン・ミュン

ヘンが優勝を飾る結果となった. 

ドイツサッカー協会 HPによれば,ドイツブンデスリーガに所属するクラブは juniorenと呼ばれるアカ

デミー育成組織を持ち,育成年代のカテゴリー分けは 2歳刻みに Aから Gまでに分かれており,ほとんど

のクラブは１歳刻みにチームを構成している現状である.例えば C-Juniorenのカテゴリーには 15歳と 14

歳のリーグが用意されており,A-Juniorenのカテゴリーには 19歳と 18歳のチームが組織されている.（図

1） 
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図 1：ブンデスリーガクラブにおけるアカデミーカテゴリー 

 

また,ドイツブンデスリーガでは 2006/2007シーズンから外国人選手枠を撤廃したと同時に「ドイツ人

選手枠」を設け，育成を行なっている.ドイツ人選手枠では最低 12人のドイツ人選手と契約することを

義務付けており,さらに，ブンデスリーガ 1 部では，「8人はクラブの地元出身でなくてはならない」また，

ブンデスリーガ 2部では，「15～21歳の間にドイツ国内で育成（最低 3年）された 8 人の選手と契約し，

そのうち 4人は下部組織出身でなければならない」というルールを設けており 2),リーグのレギュレーシ

ョン自体がドイツ出身選手,そして各クラブのユースアカデミー選手の育成を促すシステムになってい

る. 

 

第2節 先行研究 

このような中でプロサッカークラブのユース育成に対する注目が高まっており Stratton ら(2004) 3) 

は, ユース育成はクラブだけでなく, 国（代表チーム）にも関わるものであり, ユース育成を強化して

いくことは, 直接的ではないにしろ, 将来の代表チームにも利益をもたらすと述べている. 近年, ユー

ス育成に関する研究や文献が数多く見られる. ユース育成とは, 選手の能力を高め, 彼らの潜在能力を

引き出すものである (Reilly et al., 2000) 4) と言われている. また, ユース育成には, 練習や指導方



3 

 

法, スポーツ医学だけでなく, 組織の効率的な運営など様々な要素が絡んでおり(Maguire et al., 2000) 

5), ユース育成はクラブの経営にも関わるものであると言える.また,兼清(2012）6) は「Jリーグにおいて,

ユース育成による量と質の向上が成されている」と考察している. 

以上のように, プロサッカークラブにとって, ユースチームで時間や費用をかけて育成した選手（以

下, ユース出身選手）がトップチームに昇格することが, クラブの経営においても望ましいと言える. 

ただし, ユース出身選手がトップチームにおいて期待通りの活躍ができるとは限らない(Reval et al., 

2008)7).  

したがって, アカデミーの役割を考えると, 選手を育成することと同時に, トップチームで活躍でき

る選手を輩出することがより重要であると言える. 兼清(2012）の研究では,同クラブ内でのユースとト

ップチームの関係における効率的な育成に関して考察しているが,他のクラブも含めた上で,どのクラブ

のユースアカデミーが最も多くのプロ選手を育成し,どのくらい所属チームの戦力となっているのかは

明らかにされておらず,ナショナルチームや,国内リーグにおいて近年成功を収めているドイツブンデス

リーガにおけるユース育成を定量的に分析した研究は多くない. 

 

第3節 目的 

そこで本研究ではブンデスリーガ 1部クラブのユースアカデミーを対象とし,ユースアカデミー出身選

手が,そのトップチームもしくは,その他移籍先のクラブにおいてどのくらい活躍しているのかを明らか

にすることを目的とする. 
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第2章 研究手法 

本研究では, ブンデスリーガ 1 部クラブのユースアカデミーにおいて,ユースアカデミー出身選手が,

そのトップチームもしくは,その他移籍先のクラブにおいてどのくらい活躍しているのかを明らかにす

るために,ドイツ・ブンデスリーガ公式サイトとドイツブンデスリーガが運営するデータサイト

Weltfussball.de を参考にして出場試合数を調査した. 得点数やアシスト数はポジションによって偏っ

てしまう可能性が考えられるので, 本研究においては,選手の活躍状況を判断するための指標として出

場試合数を用いた. 

 

第1節 研究対象 

研究対象期間はデータの取得が可能であった 2003/2004シーズンから 2012/2013シーズンの全 10シーズ

ンとした.また,対象クラブは 2003/2004シーズンにブンデスリーガ 1部に所属していた全 18クラブとし

た.以下にその対象クラブを示した. 

SV Werder Bremen,FC Bayern München,Bayer 04 Leverkusen,VfB Stuttgart,VfL Bochum 1848,Borussia 

Dortmund,FC Schalke 04,Hamburger SV,Hansa Rostock,VfL Wolfsburg,Borussia M‘Gladbach,Hertha 

BSC,SC Freiburg,Hannover 96,FC Kaiserslautern,Eintracht Frankfurt,TSV München 1860,FC Köln 

 

第2節 研究の手続き 

まず初めに, ドイツ・ブンデスリーガ公式サイトと Weltfussball.de を参考にしながら 対象 10 シー

ズンにおける対象 18クラブ所属の全選手（約 6000人分）の経歴を全て調査し,データベースをエクセル

にて作成した. 

さらに,対象 10シーズンにおける対象 18クラブ所属の全選手における各クラブ毎の出場試合数ランキン

グを作成した. 

次に, （2012・兼清）の Youth Development Index（以下 YDI）算出方法を参考に出場試合数がチーム

11 位以内の選手をレギュラークラス, 同じく 12 位から 18 位以内の選手をサブメンバークラスとして, 

それぞれのクラスに含まれるユース出身選手の人数を算出した. 出場時間が 18位の選手までをサブメン

バークラスとしたのは, スターティングメンバー（11 人）にベンチ入り可能な人数（7 人）を含めると

18人となるためである. 本研究では, ベンチ入り可能メンバーを含む18人の選手を各クラブにおける戦

力要因と見なし, 各クラブのユースアカデミーがそのクラブのトップチームやその他クラブに輩出した

ユース出身選手のうち, どれほどの選手が戦力要因に含まれるのかを調査した. 

さらに, ドイツブンデスリーガクラブにおける①と②の合計値をユース育成指数「YDI」（2012・兼清）

と定義し, 戦力要因となる選手に占めるユース出身選手数を算出したうえで, ユース出身選手がトップ

チームのレギュラークラスなのか,サブメンバークラスなのかを分析した. 
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第3章 研究結果 

第1節 ユース出身選手数 

本研究では, ドイツブンデスリーガ 1 部クラブのアカデミーユース出身選手をトップチームでの出場

試合数ごとに分類するために, まず, 各クラブのユース出身選手数を調査した. 表 1 に, ドイツブンデ

スリーガ 1 部クラブにおける 2003/2004 シーズンから 2012/2013 シーズンまでのユース出身選手数を示

した. 

  

表 1：ユースアカデミー出身選手数 

 

 

図 2 のグラフはユース出身選手数の全クラブにおける平均を表しているが,全クラブの平均を見ると, 

2003/2004シーズンから2012/2013シーズンにかけて, ユース出身選手数が増加していることが示された. 

2003/2004 シーズンはユース出身選手数の平均が 2.78 人であったが,2005/2006 シーズンには 3.78 人ま

で増加した.その後,2006-2007 シーズンにかけては減少したものの, その後,ユース出身選手数は増加傾

向を示し, 2009/2010 シーズンには 9.94 人までに増加した. 2003/2004 シーズンから 2012/2013 シーズ

ンを比較すると, ブンデスリーガ 1部クラブのユース出身選手数の平均は 2.78から 13.33へと約 4.8倍

に増加していることがわかった. 
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図 2：過去 10年間におけるユース出身選手数の平均値の推移 

 

図 3は各クラブにおけるユース選手の輩出数を示している.表 1と図 3の結果を踏まえ各クラブにおけ

るユース出身選手の現状について以下に示す. 

ユースアカデミー出身選手を最も多くトップチームやその他クラブに輩出させていたクラブを見ると, 

2003/2004 シーズンから 2004/2005 シーズンにおいては FC Bayern Munchen が最も多かった.2005/2006

シーズンにおいてには FC Bayern Munchen と Borussia Dortmund が 12人で最多であり,2006/2007 シーズ

ンにおいては Borussia Dortmund が最多となり,2007/2008 シーズンから 2010/2011 シーズンでは FC 

Bayern Munchen が最多であった.その後 2011/2012 シーズンでは FC Schalke 04が最多となり,2012/2013

シーズンでは FC Bayern Munchen が最多という結果となった.対象期間の 10 年間の平均ユース出身選手

数を見ると, FC Bayern Munchen が 16.0と最も高く,次いで FC Schalke 04が 12.4,Bayer 04 Leverkusen

が 9.9 という結果であった.直近の 2012/2013 シーズンにおいては, FC Bayern Munchen のユース出身選

手数が 22 人と最も多く, 次いで, FC Schalke 04 と Hansa Rostock の 18 人であった. また, ユース出

身選手数が多いクラブの 2003/2004 シーズンから 2012/2013 シーズンの値を比較すると, FC Bayern 
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Munchen は 13人から 22人, FC Schalke 04は 4人から 18人, Bayer 04 Leverkusenは 12 人から 17 人, 

Borussia Dortmundは 4人から 13人へと増加していることが分かった. 

 

 

図 3：過去 10年間における各クラブのユース出身選手数 
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第2節 YDI 

本研究においては, 出場時間がチーム内で 18位に含まれるユース出身選手の人数を YDIとし, 11位以

内の選手をレギュラークラス, 12位から 18位までの選手をサブメンバークラスと位置づけた. 

表 2に, ドイツブンデスリーガクラブにおけるまで 2003/2004シーズンから 2012/2013シーズンの YDI

を示した. 最も右の列には各クラブの 10 年間の平均 YDI, 最も下の行には各年度におけるブンデスリー

ガ全体の平均 YDIを表した. 

 

表 2：ドイツ・ブンデスリーガにおける YDI 

 

 

 図 4 は全クラブにおけるユース選手における YDI の平均値を表している.表 2 と図 3 の結果を踏まえ,

ブンデスリーガにおける YDIの現状について以下に述べる. 

全クラブの平均では, 2003/2004 シーズンから 2012/2013シーズンにかけて, YDIが上昇していること

が示された. 2003/2004 シーズンから 2012/2013 シーズンを比較すると, ブンデスリーガクラブの平均

YDI は, 1.33から 5.5へと約 4.14倍に増加していることが分かった. 

2003-2004 2004-2005 2005-2006 2006-2007 2007-2008 2008-2009 2009-2010 2010-2011 2011-2012 2012-2013 平均
SV Werder Bremen 2 4 3 2 3 2 4 6 4 5 3.5

FC Bayern München 8 5 10 6 9 12 14 13 16 11 10.4
Bayer 04 Leverkusen 3 3 2 3 3 5 3 3 9 5 3.9

VfB Stuttgart 3 4 4 4 6 3 4 4 6 8 4.6
VfL Bochum 1848 1 4 1 1 2 2 0 2 3 5 2.1
Borussia Dortmund 1 2 4 5 3 2 4 6 4 7 3.8

FC Schalke 04 2 4 2 5 3 8 8 7 8 9 5.6
Hamburger SV 0 0 0 0 1 0 0 1 3 3 0.8
Hansa Rostock 0 1 0 0 0 1 2 6 7 8 2.5
VfL Wolfsburg 0 0 1 1 0 0 0 1 2 2 0.7

Borussia M'Gladbach 0 0 0 0 0 1 2 1 6 3 1.3
Hertha BSC 0 0 0 1 1 2 3 6 2 7 2.2
SC Freiburg 1 0 1 1 2 3 1 4 7 6 2.6
Hannover 96 1 0 1 0 1 3 1 1 3 2 1.3

FC Kaiserslautern 1 1 1 0 0 1 1 1 3 4 1.3
Eintracht Frankfurt 1 0 1 1 1 2 3 3 4 3 1.9
TSV München 1860 0 0 1 1 1 2 2 5 4 6 2.2

FC Köln 0 1 0 0 0 1 1 4 3 5 1.5
平均 1.33 1.61 1.78 1.72 2.00 2.78 2.94 4.11 5.22 5.50
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図 4：過去 10年におけるリーグ全体の YDI 

また,図 5は各クラブにおける YDIを表しているが,FC Bayern München の平均 YDIが 10.4 と最も高く, 

次いで, FC Schalke 04 が 5.6, VfB Stuttgart が 4.6 であることが分かった. 一方で VfL Wolfsburg や

Hamburger SVなどはそれぞれ 0.7,0.8と他のクラブと比較して低い傾向にあることが分かった. 

 

 

図 5：各クラブにおける YDI 
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第3節 ユース出身選手の内訳 

図 6 に, ドイツ・ブンデスリーガ 1 部クラブにおける 2003/2004 シーズンから 2012/2013 シーズンま

でのユースアカデミー出身選手の内訳（レギュラークラス, サブメンバークラス, その他）の推移を年

度ごとの平均値で示した. 

 

 

図 6：ユース出身選手の内訳 

 

レギュラークラスとサブメンバークラス, その他のユース出身選手を足しあわせた値が, ドイツブン

デスリーガ１部クラブのユースアカデミー出身選手数の平均値となる. 2003/2004シーズンと 2012/2013

シーズンを比較すると, レギュラークラスは 1.67から 3.75へ, サブメンバークラスは 1.29から 2.6へ

と, ともに約 2 倍に増加していることが示された. また, その他の選手数の推移を見てみると, 

2003/2004シーズンと 2012/2013シーズンにかけて,3.29から 7.1へと約 2.1倍に増加している結果とな

った. 

  



12 

 

第4章 考察 

本研究により, 2003/2004シーズンから 2012/2013シーズンかけて, J クラブのユース出身選手数が増

加していることが明らかになった. また, 2003/2004シーズンと 2012/2013シーズンにおける YDI（レギ

ュラークラスとサブメンバークラスの合計）を比較すると, ドイツブンデスリーガ 1部クラブ全体で約

約 4.14倍に増加していることが明らかになった. 以上のことから, ドイツブンデスリーガ 1部クラブ全

体として, ユース出身選手の「数（量）」も, 選手の「質」も高まっており, ユースアカデミー育成のレ

ベルが向上していると考えられる. これらを現在のドイツブンデスリーガにおけるユース育成の実績と

して評価することができる. 加えて、兼清（2010）の研究によると日本の Jリーグにおける YDIはリー

グ全体（2010現在）で 6.63となっており、この数値を見てもドイツにおけるユース育成の実績が評価で

きると言える.  

ただし, ユース出身選手数の内訳を分析したところ, その他のユース出身選手数が増加傾向にあるこ

とが示された. 本研究においては, YDIに含まれるレギュラークラスとサブメンバークラスを戦力要因と

見なし, 分析を行った. つまり, その他のユース出身選手数の増加は, 戦力要因として活躍できている

とは言えないユース出身選手数の増加を示唆すこととなる. また, 2003/2004シーズンから 2012/2013シ

ーズンのユース出身選手の内訳を比較すると, YDI（レギュラークラスやサブメンバークラス）は 1.3人

から 5.5にまで増加し、約 4.14倍の増加であったのに対し, その他のユース出身選手は 3.29人から 7.05

人で約 2.14倍に増加していた. このことから, ドイツブンデスリーガクラブにおけるユース出身選手数

は増加しているものの, 戦力要因としての活躍ができないユース出身選手が相対的に多いことが考えら

れる. これは, ドイツブンデスリーガクラブにおけるユース育成の課題と見なすことができると言え

る. 

背景で述べたように、ドイツブンデスリーガでは 2006/2007シーズンから外国人選手枠を撤廃したと

同時に「ドイツ人選手枠」を設け，育成を行なっており、リーグのレギュレーション自体が各クラブの

ユースアカデミー選手の育成を促すシステムになっている。ｓのような中で、自クラブまたはその他ク
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ラブへ移籍したユース出身選手の活躍度合を示す YDIが増加しているということから、自分のクラブで

はユースからトップチームに昇格が出来なかった選手についても、その他のクラブへの移籍を通して出

場機会に恵まれ、プロ選手としてチームに貢献することができるようになった可能性が推察される. こ

ういった仕組みづくりを構築した結果、近年見られるドイツの世界大会での勝利に繋がった 1つの要因

となったと考えられる。 

本研究は「出場試合数」をもとにユース選手がトップチームもしくは移籍先のチームでの活躍度合を

分析した.しかし、より精度を高めるためには「出場時間数」を用いる必要があるが、得られるデータに

限界があるため本研究では「出場試合数」を使用するに至った。また、ドイツブンデスリーガという 1

ヶ国におけるトップリーグでの分析を行なったが、今後は他国リーグでの分析と比較を行うことで更な

るユース育成の研究を進める必要があると言える。  
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第5章 結論 

ドイツブンデスリーガ 1 部において、トップチームもしくはその他移籍先のクラブにおいて活躍

するユースアカデミー出身選手の増加が見られ,ユース出身選手の「数（量）」も, 選手の「質」も

高くなり,育成のレベルが向上している. 

その中で戦力要因としての活躍ができないユース出身選手も数多く生み出している点は, ドイツ

ブンデスリーガクラブにおけるユース育成の課題であると言える. 
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